
体
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

で
き
る
範
囲
で
ご
協
力
を

路
線
バ
ス
の
維
持
の
た
め
に
一
番
重

要
な
こ
と
は
、
皆
さ
ん
に
バ
ス
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
普
段
は
バ

ス
を
利
用
し
な
い
方
も
含
め
、
買
い
物

や
通
勤
、
旅
行
な
ど
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
範
囲
で
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

維
持
す
る
た
め
の
町
の
対
策

町
内
を
範
囲
と
し
た
住
民
の
足
確
保

対
策
で
は
町
民
バ
ス
な
ど
の
運
行
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
通
院
や
通
学
、
買
い

物
な
ど
は
も
と
よ
り
隣
接
市
町
村
へ
の

接
続
を
考
え
る
と
、
だ
れ
も
が
利
用
で

き
る
路
線
バ
ス
は
住
民
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
生
活
基
盤
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
こ

れ
ま
で
路
線
バ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
バ
ス

に
患
者
輸
送
機
能
を
持
た
せ
る
な
ど
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
小
学
校
統
合

に
か
か
る
児
童
の
足
確
保
対
策
で
も
路

線
バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
総
合
的
な

見
直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
国
や
県
な
ど
の

補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん

が
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
調
整
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、

平
成
十
九
年
度
は
新
た
に
「
鐚
巻
町
路

線
バ
ス
利
用
促
進
協
議
会
（
仮
称
）」
を

設
置
し
て
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
の
具

厳
し
い
路
線
バ
ス
の
現
状

マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
よ
り
、
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
が
激
減

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
町
に
限
ら
ず
、

全
国
の
過
疎
地
域
に
お
け
る
現
状
で
す
。

利
用
者
が
少
な
い
地
域
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
路
線
バ
ス
が
赤
字
で
、
平
成
十
四

年
度
に
規
制
緩
和
が
実
施
さ
れ
て
以
降
、

バ
ス
事
業
者
の
撤
退
に
歯
止
め
が
効
か

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
路
線
バ
ス
は
現
在
、
Ｊ
Ｒ
バ

ス
が
盛
岡
久
慈
線
（
白
樺
号
）、
小
鳥
谷

線
、
鐚
巻
大
平
線
の
三
路
線
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
路
線
の
中
で
、

盛
岡
久
慈
線
の
赤
字
額
が
大
き
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
昨
年
十
二
月
の
ダ
イ
ヤ

改
正
で
利
用
者
が
少
な
い
時
間
帯
を
減

便
し
、
運
行
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
同
路
線
の
多
額
の

赤
字
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

県
北
バ
ス
は
、
吉
ケ
沢
線
と
鐚
巻
線

の
二
路
線
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
路

線
は
、
関
係
町
村
が
協
力
し
て
県
の
補
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助
事
業
を
活
用
し
、
運
行
に
伴
う
赤
字

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。
町
か
ら
の
平
成
十
八
年

度
の
補
助
額
は
、
吉
ケ
沢
線
に
四
十
三

万
二
千
円
、
鐚
巻
線
に
二
百
四
十
一
万

五
千
円
で
す
。

バ
ス
の
利
用
者
は
依
然
と
し
て
減
少

傾
向
に
あ
る
た
め
、
今
後
も
バ
ス
事
業

者
か
ら
利
用
の
少
な
い
路
線
に
つ
い
て

減
便
・
廃
止
の
方
向
が
示
さ
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通院バスの機能を持たせ、乗車率を高めている
路線バス。鐚巻大平橋線は平日のみバスが運行
されています（写真＝鐚巻病院前）

町
の
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
路
線
バ
ス
の

利
用
者
が
減
り
、
運
行
回
数
の
現
状
維
持
が
ま
す
ま

す
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
規
制
緩
和
に
よ
っ
て

バ
ス
事
業
者
の
撤
退
な
ど
に
歯
止
め
が
効
か
な
い
現

在
、
路
線
バ
ス
の
維
持
・
存
続
の
た
め
に
、
な
お
一
層

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

支
え
て
く
だ
さ
い

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

路
線
バ
ス
の
運
行
を

1日のバスの運行状況

県北バス　蜷盛岡久慈線（盛岡～久慈間）
…５往復蜷小鳥谷線①二戸～鐚巻間…
２往復（土日祝日は１往復）②鐚巻～
冬部間…３往復（土日祝日は運休）蜷鐚
巻大平橋線（鐚巻～大平橋間）…3.5往
復（土日祝日は運休）
県北バス　蜷鐚巻線（九戸村ふれあい
広場～鐚巻中学校間）…３往復蜷吉ケ
沢線①岩手町末代橋～吉ケ沢間…１往
復②岩手町末代橋～沼宮内病院～吉ケ
沢間…２往復（日祝日運休）

ＪＲバス

県北バス

Ｍ
ｙ
夢
は
、
盛
岡
広
域
圏
障
害

者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
通

称
名
。
盛
岡
市
を
中
心
と
し
た
八

市
町
村
に
あ
る
身
体
・
知
的
・
精
神

の
三
つ
の
障
害
に
関
係
す
る
事
業

所
な
ど
が
組
織
す
る
団
体
で
す
。

昨
年
十
月
の
障
害
者
自
立
支
援

法
の
施
行
に
よ
り
、
地
域
生
活
支

援
事
業
を
各
市
町
村
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
鐚
巻
、

岩
手
、
八
幡
平
の
三
市
町
で
は
、

Ｍ
ｙ
夢
に
委
託
し
、
岩
手
町
保
健

セ
ン
タ
ー
内
に
同
出
張
所
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

週
一
回
、
相
談
支
援
の

専
門
員
が
本
町
を
訪
問

出
張
所
に
は
、
知
的
と
精
神
そ

れ
ぞ
れ
の
障
害
を
専
門
に
担
当
す

る
相
談
支
援
専
門
員
二
人
と
就
業

支
援
ワ
ー
カ
ー
一
人
を
配
置
。
週

に
一
度
、
本
町
を
訪
れ
相
談
を
受

け
ま
す
。

障
害
者
本
人
や
家
族
か
ら
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
法
や
就
業
に

関
す
る
相
談
、
発
達
に
心
配
の
あ

る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
な
ど
何
で

も
相
談
で
き
ま
す
。

◆
開
所
日

月
曜
日
か
ら
木
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

◆
相
談
方
法

電
話
や
専
門
員
に
よ
る
自
宅
訪

問
、
出
張
所
へ
の
来
所
相
談

※
事
務
所
不
在
と
な
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。
専
門
員
の
自
宅

訪
問
や
来
所
相
談
を
希
望
す
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
◆

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健

康
福
祉
課（
蕁
役
場
内
線
一
五
三
）

ま
た
は
、
Ｍ
ｙ
夢
盛
岡
北
部
出
張

所
（
蕁
六
二
│

二
四
六
六
）
ま
で
。

障
害
者
の
相
談
や

支
援
が
よ
り
身
近
に

山
中
咲
良

さ

く

ら

ち
ゃ
ん

（
新
町
）

常
谷
早
希

さ

き

ち
ゃ
ん

（
市
部
内
）

木
ノ
下
春
菜

は

る

な

ち
ゃ
ん

（
新
町
）

赤
石
す
み
れ
ち
ゃ
ん

（
小
屋
瀬
）

齋
藤
璃
子

り

こ

ち
ゃ
ん

（
下
町
）

堀
内
華
来
彩

は

く

あ

ち
ゃ
ん

（
遠
矢
場
）

※１月17日の幼児歯科

健康診査で虫歯がなかっ

た子どもたちです。

◆６歳児（就学前）

◆３歳６カ月児

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
支
援
に
応
じ

る
「
Ｍ
ｙ
夢

ま

い

む

」
盛
岡
北
部
出
張
所

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
専
門
的
な
相
談
や
支
援
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
受
け
や
す
く
な
り

ま
す
。

よろしくお願いします

新民生委員に道場さん
このほど、田子地区担当の民生委
員に道場明さん（60歳・田子）が

委嘱されました。任期は、前任者の残任期間
（平成19年11月30日まで）となります。


